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5.高温超伝導体YBa2Cu307-∂ のCu置換による研究
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軟化物高 温 超 伝導 体 は､ 従来 の超 伝導 休 と比 べ 転移 温度Tcが高 く (Y糸 -･qOX)､

その物性 に非 常 に興味が t,たれて いる. 超伝 導 のメカニ ズム が従来 のおCS理論で:･P.

明で きるのか､ 或 は別 の メカ ニズム に よる もの かは 未だ には っき りと解 明 されて

いな い｡ 我 々は この高 温超伝 導体 につ いて(-Uを他の迷移元素 で置 換 す るこ とに よ

り､ その 物性 を訴 ′ヾ､ メ カニ ズム解 明の ため の研究 を行 った｡ 特 に私 はY黒帯Li3超

伝導 体につ いてCu置綾 を系統 的に行 い､ 電 気 抵抗､ 帯望 率､ X線､ ホ- )L･効果､ な

どの実験 手段 を掩 い､ 置娩効 果 に よるTc減少 ク)メカ ニズム を研究 した｡ また キ ャ

リヤーの 異 な る電 子伝 導 超伝導 体JNd系 につ いて t,､ Cu置 泊 を系詫 的 に行 ったt. Y系

につ いて､ 電 気披 講 と帯 芯率 の結 果 か ら､ お もに(●uく1)サ イ トを置 換 す るFe､Coで

は磁性不 純 物 で あ るに もかか わ らず､ 低強 度 (-'1日 でTcC.)減少 がほ とん ど見 ら

れ な い とい うこ とがわか った. これ は試 料 を高圧転乗焼 鈍す るこ とに よ り､ よ り

類書な効 果 と して現れ た く-4㍍)D また､ お もにCu(2)サ イ ト,-f置 触 す るHi､Zriに

関 しては､ Tcは法 度 に比 例 して減 少 し､ 特 に非磁性 不純 物で あ るZnで急 激なTcの

減少が見 られ た` またh'i､ZrJでは､ Fe､Coで見 られT=よ うな高 圧酸素焼 鈍 によ るTc

の上昇は見 られ な か った. これ らの実験 結果 か ら､ 特 にFe､Coに関 して､ Tc減少 の

メカニズ ムが磁 気 散乱 と考 え るの は聖賢蔓で あ ろ とい うこ とが わか った｡ さらに研

究 を諜め るため に､ 置換系の キャ リヤ ー濃度 の測定 をホ ール 効果 の実 数 よ り行 っ

た｡ この実 額 よ り､ h'i,Znは濃度 に対 す るキ ャ リヤー濃度 の変 化は あ ま り見 られず､

.Te,Coでは､ 強 度 に対 してかな りの キ ャ リヤー 濃度の減少 がみ られ た. また 高圧 酸

素焼 鈍 を した試料 につ いては､ 全 ての置損 系 で キャ リヤ ー法 度の上 昇 がみ られた｡

Znの キャ リヤ ー波 圧がZ!l濃度 に対 して変化 しな いこと と､ 高 圧較 窯焼 鈍 に よ るキ

ャ リヤー 法度 の上 昇 に もかか わ らずTcが変 化 しない こ とか ら､ お もに(:u(1/)サ イ ト

を置換す るZnに関 しては､ Tcとキ ャ リヤ ー法度 の相 関が得 られなか った｡ Fe.Coに

関 しては､ Tcとキ ャ リヤ ー強 度の 間 に あ る一 定の相 関が あ る ことが b か っ T=.

-80-


